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「コレクション調査」

• 個別の標本の情報ではなく、「標本群」の属性情
報（メタデータ）を収集する。

例）
• 国立科学博物館の菌類コレクション

TNS                        F

• 山階鳥類研究所の鳥類コレクション
YIO                         YIO

コレクション記
号

機関コード
（アクロニム）

・現在の活動状況
・所在地
・連絡先
・総点数

・含まれるタイプ標
本

・特徴（地域・分類
群・採集者）
etc.

1. 「コレクション調査」とその意義



コレクション調査の結果は
何に役立つか？

1. 研究目的、展示目的等で必要な標本を探しやす
くなる。

S‐Netに全標本のデータが投入されるまでには
長い時間を要する。

1. 「コレクション調査」とその意義



コレクション調査の結果は
何に役立つか？

2.  サイエンスミュージアムネットの長期的な計画・
戦略の立案への活用。

データ未提供の機関・コレクションの把握

1. 「コレクション調査」とその意義



コレクション調査の結果は
何に役立つか？

3. 非常時対応の迅速化

災害発生時に、被害を受けた可能性のあるコレクショ
ンを迅速に把握 → 早期レスキュー実現

1. 「コレクション調査」とその意義



日本国内での
コレクション調査を巡る状況

動物

動物全体をカバーするコレクション調
査は行われたことがない。

（例外的にデータが存在する分類群
が少数ある）

植物

植物標本庫（ハーバリウム）の
国際的な目録として、

Index Hebariorum（IH)が
存在している。

日本植物分類学会ハーバリウム問題
検討専門委員会による調査(1997年)
は、IH未登録のコレクションもカバーし

ている。

2. 日本でのコレクション調査の現状

対象：現生種の標本



Index Herbariorum
http://sweetgum.nybg.org/science/ih/

3400のハーバリウム
（3.5億点の標本）
10000人のスタッフ

が検索可能

ユニークな機関コード(ア
クロニム）で管理される

2. 日本でのコレクション調査の現状



国内の生物重要コレクション調査
(2012年～）

• 「機関軸」と「分類群軸」の２つの調査から漏れな
く情報を収集

生物の分類群を軸とした調査：日本分類学会連合

サ
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機
関
を
軸
と
し
た
調
査
：

維管束植物
↓

植物分類学会

コケ植物
↓

蘚苔類学会

菌類
↓

菌学会

藻類
↓

藻類学会

A県立博物館

B市立博物館

Z市資料館

…

…
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国内の生物重要コレクション調査

• 現在活動中か否か

• 分類群ごとの点数

• コレクションの概要（採集者・地域）

• タイプ標本の点数

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
• データベース化された割合

• 未整理標本の数

公

開

非
公
開
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国内の重要コレクション調査結果
（植物関係）

• 全272施設

• うち現在活動中 178

大学関係： 72
都道府県関係： 38
市町村関係： 52
国立施設:  10
その他： 6

• 都道府県ごとのばらつき大
北海道:  22施設
長崎県： 0

2. 日本でのコレクション調査の現状



国内の生物重要コレクション調
査（植物）
• 日本のハーバリウムの分布図

2. 日本でのコレクション調査の現状



国内の生物重要コレクション調
査（植物）
• 日本のハーバリウム分布と収蔵点数

日本のハーバリウムで
利用可能な
植物・菌類の
標本総数

約1500万点
（≒P＋NY）

この他
・未登録・未整理標本

もあり

2. 日本でのコレクション調査の現状



国内の生物重要コレクション調
査（植物）
• 日本のハーバリウムを調べるには

•

http://www.ujssb.org

2. 日本でのコレクション調査の現状



国内の生物重要コレクション調
査（植物）

http://www.ujssb.org

2. 日本でのコレクション調査の現状



国内の生物重要コレクション調査
（機関軸での調査結果）
http://www.gbif.jp/v2/pdf/zenkoku20140613.pdf

2. 日本でのコレクション調査の現状



動物コレクションの情報を
どう集めるか？

• 叩き台となるデータがほとんどないため、植物のよ
うに短期間で調査することは困難。

• 比較的情報が把握されている分類群から徐々に
進めていくしかない。

2. 日本でのコレクション調査の現状



ADNHC（GBIFによるコレクション調査）



GRBio
(The Global Registry of Biodiversity Repositories)

http://grbio.org/

• 生物コレクションの地球規模の情報集積センター
（データベース）

• Since 2013
• “Biorepository“

 リビング・コレクションや、化石、医学系コレクションも、データの受け入れには対応
している模様だが、実際にはほとんどデータは入っていない。
（カルチャーコレクションは一部入っている）

3. GRBio: 地球規模での生物コレクションレポジトリ



GRBio
(The Global Registry of Biodiversity Repositories)

• 扱う情報：コレクションの属性情報
（所在地、連絡先、機関略号、コレクション記号etc.)

• 679機関、6993のコレクション
＋35の個人コレクション、12945名のスタッフ (2016.6.7現
在）

• 情報はオンラインフォームから提供可能

3. GRBio: 地球規模での生物コレクションレポジトリ



GRBio
(The Global Registry of Biodiversity Repositories)

情報源

Biodiversity Collections 
Index [BCI]
全生物

Biorepositories.org
DNAバーコード関係

Index Herbariorum [IH]
植物・菌類

(ニューヨーク植物園)

GRBioIndex Herbariorum[IH]
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GRBio
(The Global Registry of Biodiversity Repositories)

目標

• 機関・コレクション・標本・スタッフの情報へのアク
セスを容易にする。

• ユニークな機関略号＋コレクション記号 をキーに、
ｗｅｂ上で上記情報をリンクする。

3. GRBio: 地球規模での生物コレクションレポジトリ



GRBio
(The Global Registry of Biodiversity Repositories)
課題

• 約130の機関コードが重複している
（複数の異なる機関が同じコードを使用）

• 日本関係は8件が該当。

この他に、S‐Netで使用している機関コードには
GRBio未登録のものが多数あり、それらは海外との
重複が多数あり。

3. GRBio: 地球規模での生物コレクションレポジトリ



GRBio上で重複している機関コード
（日本：8機関）

FRI Food Research Institute, Ministry of 
Agriculture, Forestry and Fisheries

Food Research Institute, Bratislava, 
Slovakia

IAM IAM Culture Collection, Center for 
Cellular and Molecular Research Instituto Arguelogico Municipal, Spain

IFM
Research Center for Pathogenic Fungi 
and Microbial Toxicoses, Chiba 
University, Japan

IFM Quality Services Pty Ltd, Australia

IMT Imperial Museum Micoteca do Instituto de Medicina 
Tropical de Sao Paulo, Brazil

LBM Lake Biwa Museum Laboratorio de Biologia Molecula Depto 
de Biologia Celular, Brazil

MUCC
Mie University Culture Collection 
(Culture Collection, Laboratory of 
Plant Pathology)

Murdoch University Culture Collection, 
Australia

NSM NSM‐PV, National Science Museum Nova Scotia Museum of Natural History, 
Canada

URM University of the Ryukyus Universidade Federal de Pernambuco, 
Brazil

GRBioがコードの変更を強要することはないが、自主的な変更（重複回避）はOK。
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S‐Netでデータ公開中の70機関の略
号－GRBio上のデータの照合結果

結果 機関数

未登録 37
未登録、既に別機関が同じ略号を
GRBioで使用中

6

登録済み（IH経由も含む） 25
登録済み、重複あり 2

今なら、同じ
略号が使用

可能

詳細な情報提供を
求められている。
自主的に変更可。

変更を検討するの
が無難。
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未登録、既に別機関が同じ略号
をGRBioで使用中

ICM 伊丹市昆虫館

KMM 川崎市青少年科学館

MZ 宮崎県立博物館

NMG 芸北高原の自然館

SMNH 埼玉県立自然の博物館

TMNH 豊橋市立自然史博物館

該当館は異なる略号の使用を検討するのが無難である。
（S‐Netで使用する機関略号も同時に変更する方が便利だろう）
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GRBio [Institutions]
• 日本からは217機関が登録済み。
（1館が複数の機関略号を持つ場合があるため重
複あり –例:科博動物NSMT, 科博植物TNS）

• うち70機関はIndex Herbariorum由来のデータ。
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GRBio [Collections]
• コレクション記号（大分類群等を示す文字/数字）の
データベース

• 世界から6993コレクションが登録されているが、日本
からの登録はまだ1件もなし。
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GRBio [Staff members]
• 世界から12945名、日本からは200名が登録済み。

• 大半はIndex Herbariorumからの移行データのため、
やや古いものも見受けられる。

• S‐Netの学芸員DBからの連携は、情報の英訳が課題。

3. GRBio: 地球規模での生物コレクションレポジトリ



S‐Net 研究員・学芸員検索
http://science‐net.kahaku.go.jp/snet/curator/
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GRBio [Personal Collections]
• 公的機関に保存されていない個人コレクションの情報。
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GRBio [Personal Collections]
• 公的機関に保存されていない個人コレクションの情報。
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コレクションの安定性評価

評価の要素

• 立地/災害リスク
（水害・地震・火山etc.)

• 設備
（空調・防虫・防火etc.）

• スペースの拡張余地

• 永続性

• 予算

何か起きてからでは手遅れ。事前にリスクを点数評価した方が良いのでは？

将
来
の
存
続
確
率

低

高

県立博物館

大学博物館

大学の
研究室

個人

環境省
生物多様性
センター
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個人蔵標本についてのアンケート
集計結果
（日本シダ学会・日本シダの会）[2012年]
• 回答者：35名（回答率約8%）

• 現在個人で保管している標本の点数

計 約40万点 (1名平均 約11500点)
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個人蔵標本についてのアンケート
集計結果
（日本シダ学会・日本シダの会）[2012年]

２．今後の活用予定（複数回答可）

博物館等への

寄贈予定が決

まっている, 11

寄贈したいが寄

贈先は未定, 16

既に寄贈を行

い、手元には僅

かしか残ってい

ない, 9

当面個人で保

管予定, 12

要注意

要注意



個人コレクションの情報収集の重
要性

• 永続性の低いコレクション。

常時目を光らせておかないと、知らないうちに処分
されて手遅れになる危険性がある。

• 全容把握は困難だが、とにかく膨大。

現在博物館等で登録されている標本総数と同等
かそれ以上の点数が存在している？
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まとめ

1. 「コレクション調査」とその意義
→活用促進 ＋ 非常時対策

2. 日本でのコレクション調査の現状
→植物は大体完了、動物はこれから

3. GRBio: 地球規模での生物コレクションレポジトリ
→まずは機関略号をユニークにするところから


